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昭
和
41
年

３
月

上
沢
分
校
廃
止（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
開
始
）

６
月

歌
津
町
商
工
会
設
立

12
月

伊
里
前
小
学
校
中
央
校
舎
増
築

昭
和
42
年

４
月

歌
津
町
交
通
指
導
隊
発
足

６
月

歌
津
町
文
化
財
保
護
条
例
制
定

昭
和
43
年

６
月

町
長
に
牧
野
興
次
氏
当
選

６
月

明
治
1
0
0
年
記
念
植
樹

10
月

歌
津
郵
便
局
局
舎
新
築

10
月

町
章
制
定

昭
和
44
年

３
月

林
道
小
屋
の
沢
線
開
通（
4，
6
1
2
ｍ
）

４
月

農
集
電
話
開
設（
8
3
4
戸
）

６
月

泊
漁
港
ニ
種
漁
港
に
昇
格

昭
和
45
年

３
月

港
分
校
廃
止

５
月

中
西
縫
製
㈱
創
業（
現
チ
ト
セ
ソ
ー
イ
ン
グ
㈱
）

６
月

全
町
有
線
放
送
開
設

９
月

ウ
タ
ツ
ギ
ョ
リ
ュ
ウ
化
石
発
見

10
月

国
勢
調
査
　
人
口
6，
4
5
5
人
　
　
世
帯
数
1，
1
8
5

世
帯

昭
和
46
年

４
月

田
束
山
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
開
設

５
月

児
童
手
当
支
給
業
務
開
始

７
月

上
水
道
事
業
に
着
手

８
月

保
原
水
産
名
足
工
場
創
業

10
月

田
束
山
経
塚
群
11
基
発
見

11
月

名
誉
町
民
に
阿
部
権
之
亟
翁
推
戴

昭
和
34
年

４
月

町
制
施
行（
総
理
府
告
示
第
90
号
）

初
代
町
長
阿
部
権
之
亟
氏

人
口
7，
3
9
4
人
　
　
世
帯
数
1，
0
0
5
世
帯

４
月

私
立
た
つ
が
ね
保
育
園
開
園

４
月

国
民
年
金
業
務
開
始

４
月

国
民
健
康
保
険
制
度
開
始

昭
和
35
年

３
月

歌
津
町
公
民
館
新
築

５
月

チ
リ
地
震
津
波
襲
来

６
月

町
長
に
阿
部
権
之
亟
氏
当
選

10
月

漁
港
整
備
事
業
開
始

10
月

国
勢
調
査
　
人
口
7，
0
5
2
人
　
　
世
帯
数
1，
0
8
0

世
帯

昭
和
36
年

11
月

名
足
小
学
校
校
舎
新
築

11
月

白
山
地
区
に
電
灯
設
置
（
無
電
灯
地
区
解
消
）

昭
和
37
年

４
月

全
住
民
検
診
開
始

昭
和
38
年

10
月

学
校
給
食
共
同
調
理
場
建
設（
小
・
中
学
校
完
全
給
食
開

始
）

昭
和
39
年

６
月

町
長
に
牧
野
興
次
氏
初
当
選

昭
和
40
年

４
月

歌
津
町
出
漁
会
結
成

６
月

吉
野
沢
に
ご
み
焼
却
場
落
成（
ご
み
収
集
業
務
開
始
）

７
月

伊
里
前
川
防
潮
水
門
完
成

10
月

国
勢
調
査
　
人
口
6，
6
6
3
人
　
　
世
帯
数
1，
1
1
7

世
帯

螢
袋歌

津
村
の
初
夏
は
、
山
背
が
吹
く
。

北
東
風
の
山
背
は
凶
作
の
原
因
。
霧
か

小
雨
も
一
緒
の
風
景
の
中
、
下
向
き
に

楚
々
と
咲
く
。

家
号
の
下
小
路
家
は
わ
が
家
の
北
隣

り
。
明
治
29
年
の
大
津
浪
で
高
台
に
。

わ
が
家
は
昭
和
８
年
の
津
浪
で
流
出
。

村
に
も
部
落
に
も
宿
命
的
な
要
素
は
ま

つ
わ
る
。
隣
り
の
、
朝
草
刈
り
の
馬
の

背
に
も
こ
の
花
は
あ
っ
た
。

私
は
津
浪
で
頭
と
足
に
大
怪
我
。
軍

医
の
「
砂
を
と
る
、
坊
主
に
し
ろ
」
の

声
に
泣
き
叫
ん
で
抵
抗
。
大
き
な
炉
の

中
に
流
れ
落
ち
て
の
命
拾
い
。

土
手
の
螢
袋
を
見
つ
け
、
麦
畑
の
中

を
行
く
と
、
ひ
ば
り
の
巣
の
卵
を
、
大

き
な
青
大
将
が
ね
ら
う
。
親
は
急
を
告

げ
、
地
表
近
く
を
、
は
げ
し
く
上
下
し

て
い
た
。
当
時
の
里
山
が
目
に
浮
ぶ
。

子
供
達
は
こ
の
花
を
梅
酢
に
漬
け
、
ふ

く
ら
ま
せ
て
遊
ぶ
。「
ア
ン
ブ
ク
レ
ン

コ
」
と
呼
ん
で
特
に
親
し
ん
だ
。

な
つ
か
し
い
故
郷
の
花
の
一
つ
で
あ

る
。

東京都中野区在住
（名足出身）

男澤 妙子さん

チリ地震津波襲来（昭和35年）

昭和31年頃の伊里前地区ウタツギョリュウ化石発見（昭和45年）

町制施行記念パレード（昭和34年） 役場落成式（昭和30年）

上沢分校とスクールバス（昭和41年）

田束山経塚群発見（昭和46年）

（1959～1971）

M
essage

あ
の
日
あ
の
時

昭
和
40
年
代
の
地
方
交
付
税
の
算
定

毎
年
全
国
各
都
道
府
県
毎
に
７
月
〜

８
月
頃
に
か
け
て
地
方
交
付
税
の
算
定

が
行
わ
れ
る
。

宮
城
県
に
於
て
も
地
方
課（
現
在
は

市
町
村
課
）よ
り
県
内
各
市
町
村
に
算

定
期
日
の
通
知
が
あ
り
全
市
町
村
か
ら

総
務
課
長
と
財
政
係
が
仙
台
に
出
張
す

る
。（
小
生
が
担
当
の
時
の
総
務
課
長

は
故
佐
藤
榮
太
郎
名
誉
町
民
で
あ
っ

た
）当

日
午
前
中
は
地
方
課
長
そ
し
て
財

務
係
長
よ
り
の
説
明
を
受
け
る
。
午
後

か
ら
県
内
全
市
町
村
の
担
当
者
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
会
場（
旅
館
）に
分
れ
て
算
定

に
入
る
が
、
先
ず
説
明
会
場
か
ら
算
定

会
場
ま
で
真
夏
の
暑
さ
の
中
を
資
料
を

持
っ
て
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
っ
て
歩
い

た
。（
説
明
会
場
が
算
定
会
場
か
ら
遠
い

場
合
は
大
変
だ
っ
た
）

計
算
は
殆
ん
ど
算
盤
を
使
用
し（
計

算
機
は
な
か
っ
た
）算
定
の
用
紙
に
記

入
し
て
い
く
、
検
算
を
済
ま
せ
た
町
村

か
ら
県
職
員
に
よ
る
検
収
が
始
ま
る
。

読
み
上
げ
が
早
い
の
で
珠
算
の
上
級
検

定
を
受
け
て
い
る
よ
う
な
気
持
で
張
り

つ
め
て
い
た
。
こ
ち
ら
で
答
え
を
告
げ

る
と
正
確
な
場
合
は
「
受
け
取
っ
た
り
」

と
な
る
、
こ
の
言
葉
を
聞
く
度
に
、
ほ

っ
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
吉
地
方
の
う
ち
津
山
町
を
除
く
４

町（
唐
桑
、
本
吉
、
歌
津
、
志
津
川
）の

宿
は
二
十
人
町
の
三
盛
館
だ
っ
た
。

（
現
在
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
不
明
）４

町
の
検
収
が
終
れ
ば
県
職
員（
２
名
位
）

を
招
待
し
て
の
夕
食
兼
慰
労
会
と
な

る
。
こ
の
思
い
出
は
終
生
忘
れ
ら
れ
な

い
。
そ
の
後
手
動
に

よ
る
計
算
機
が
発
売

さ
れ
計
算
事
務
は
か

な
り
楽
に
な
っ
た
が

計
算
機
が
重
く
説
明

会
場
か
ら
計
算
会
場

ま
で
移
動
す
る
の
に

大
変
だ
っ
た
記
憶
が

今
も
残
っ
て
い
る
。

（名足）

佐藤 直三さん


